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本　　社	：神奈川県横浜市西区

設　　立	：1966年2月

資		本		金：9,900万円

従業員数：82名	（2015年3月現在）

事業内容：	システムインテグレーション、
データバックアップサービス

http://www.yokohamadensan.co.jp/

アウトソーシングセンターの統合を機にメインフレームの
オープン化を決断。ベンダーに依存しないMicro Focusの
COBOL製品を選んで、マイグレーションを実施。
The company
　株式会社横浜電算は、1966年の創業以来、最
良の技術・ノウハウを駆使して価値あるサービスを
創出・提供してきた情報サービス企業です。顧客
の業務内容を分析し、課題を解決するために情
報システムの企画・構築・運用をトータルサービスと
してカバー。具体的には、システムの企画・立案
からプログラムの開発、必要なハードウェア・ソフト
ウェアの選定・導入、完成したシステムの保守・管
理までを総合的に行います。同社のシステムイン
テグレーションサービスは、顧客IT環境のライフサ
イクルマネジメントをサポートしています。2016年
2 月で50 周年。常に「顧客目線に立ったサービス」
をモットーに、蓄積した専門知識、最新技術で、IT
サービスを提供し、これを通して社会に貢献できる
ことを最高の喜びとしています。

The challenge
　横浜電算は、地方自治体関連団体の業務シス
テムを長年にわたって開発・運用しています。こ
れは富士通メインフレーム上にCOBOLで開発さ
れたもので、メインフレームはベンダーのホスティン
グ環境を利用したアウトソーシングセンターに設置
していました。
　ところが2012年、時代の流れからこのホスティン
グ会社より2014年9月末でメインフレーム運用を終

了したいとの申し入れがあり、このメインフレームの
稼働システムを移行させる必要が生じました。そ
のため、同社では次期ホスティング検討委員会を
立ち上げ、対策を検討し始めます。移行先拠点
の候補は三つありました。一つは顧客のオフィス、
一つはサードパーティーのデータセンター、一つは
横浜電算のオフィスです。コストや日常の運用を考
えると、現実的なのは自社のオフィスでした。しかし、
現在のオフィスは、メインフレームの設置を想定し設
計した建屋ではないため、そのまま稼働システムを
移行することは不可能であり、そこで浮上したのは
メインフレームからオープン環境へのマイグレーション
でした。最新のIAサーバーならコンパクトにラックに
収まり、同社のサーバー室を使って運用可能です。
　そして、現行COBOLアプリケーション資産を移
すにあたり、リホストするか、リライトするか、リビルド
するか。全部で6業務あるプログラムを精査した
結果、COBOLアプリケーションの多い4業務をリホ
スト、残りの2業務をリビルドすることにしました。
　株式会社横浜電算 事業推進本部 アウトソー
シングサービス部 システム課長 山本茂氏は、こう
語ります。

「メインフレーム運用終了の期限が迫る中、リホスト
によりCOBOL資産をそのまま活用することで、プ
ロジェクトの期間を短縮できると考えました。また、
新規開発によるプログラムの品質低下を回避した
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かったのもあります。マイグレーション後も業務を熟
知している同じ技術者が運用保守を行うので、その
意味でもCOBOL資産有効活用が現実解でした」
　メインフレームからのマイグレーションは、同社と
しては初めての経験でしたが、この機会にマイグ
レーションノウハウのスキルを獲得しようという意図
もありました。また、今回のプロジェクトを契機に運
用保守コストの軽減も目指すことになりました。

The solution
　 同 社はまず、移 行 先のWindows環 境での
COBOL製品をMicro Focus Visual COBOLと
決定します。その理由は“中立性”でした。「避け
たかったのは、ベンダーロックインでした。ベンダー
に依存した製品の選択は、その後のシステム選定
に何かと制約を受けそうで懸念がありました。そ
の点、Micro Focus Visual COBOLはCOBOL
専業ベンダーの製品で、さまざまなシステムインフラ
上で動きます。事実上の業界標準でもあり、何にも
拘束されないというオープンさを評価しました」と
山本氏は語ります。
　そして、このMicro Focus Visual COBOL利
用を前提に、マイグレーションサービスを提供して
くれるパートナーをどこにするか。ここでのパート
ナー選択のポイントは、“マイグレーションの手法を
具体的に提示しながら、一緒にプロジェクトを推進
してくれること”。その基準に合致したのが、東京
システムハウス株式会社（以下、TSH）でした。
　株式会社横浜電算 事業推進本部 アウトソー
シングサービス部 システム課 担当課長 高橋勝
氏は、次のように語ります。

「複数のシステムインテグレーターから提案をいた
だきましたが、プログラム変換については、“こちら
からメインフレームのCOBOLソースを提出して、
先方が変換完了したプログラムを納品する”という
提案が大勢を占めていました。しかし、私たちは
プログラム変換そのものの経験を希望していて、
ブラックボックスになるのは嫌でした。そうした中、
TSH は“COBOLプログラム変換は横浜電算担当
で、画面やJCL変換などはTSH 担当で”と水平分
業による協業を提案してくれました。また、TSHに
はAJTOOL for Micro Focusというマイグレーショ
ン後の環境を構成しやすいツールも完備されてい
て、その意味でも頼れると思いました」
　今回、マイグレーションに先立って、同社は念入
りな資産の棚卸しを行いました。オンラインプログ

ラムは1,400本を1,100本に、バッチプログラムは
6,000本を1,700本に。プロジェクトそのものを余裕
あるものとするために、2013年に入った直後から
半年かけて業務を熟知した技術者が手作業でふ
るいにかけていったといいます。
　2013年6月、プロジェクトキックオフ。3ヶ月の分
析・設計フェーズを経て、変換フェーズに入ります。
ここではTSHが変換指示書を出し、横浜電算プ
ロジェクトチームはそれを受けて変換ツールを作
成、変換の結果を見ながらツールに修正を加え、
徐々に変換の精度を向上させていったといいま
す。一部、オンラインプログラムでメインフレーム環
境に依存した特殊な記述は手修正が必要だった
ものの、バッチプログラムは90％以上の変換率を
達成、このフェーズも3ヶ月で終了しました。
　続く新旧マッチングテストでは、データベース変
更に起因するテスト結果の不一致が発生したの
ですが、マイグレーション経験が豊富なTSHのサ
ポートで、すぐに修正できました。今回、業務に精
通した横浜電算の技術者が主体的にマイグレー
ションを行い、TSHがマイグレーション全般の品質
と性能改善に責任を持つ、という分業は非常にう
まくいったとのことです。

The result
　新業務システムは2014年9月に本稼働を開始、
メインフレーム運用終了前に無事マイグレーション
作業は完了しました。その後もシステムは順調に
安定稼働しており、まったく支障なく顧客のビジネ
スを支えています。
　さらに、これは期待していた以上の効果だった
そうですが、バッチプログラムは約30％処理速度
が向上し、運用の現場に余裕が生まれています。
人材という観点でも、これまでメインフレームシステ
ムを運用保守していた技術者チームが、そのまま
オープンシステムへスライド。これを機に新しい運
用管理システムを導入したため、運用フロー自体
は変わったものの、混乱はなかったそうです。
　今回の経験を高橋氏はこう振り返ります。「今
回のマイグレーションは、TSHの支援もあり期間内
に終えることができました。オープン化により新し
い技術をどんどん融合していくことで、お客様へ
のサービス向上にも繋げていきます」
　同社では今後、開発・運用を手がける他のメイ
ンフレームシステムに関しても、この手法の適用を
考えていきたいとのことです。


